
弓削商船高等専門学校寮生会会則 

 

                          制  定 平成元年４月 １日 

                          最終改正 令和４年４月 １日 

 

 （名称） 

第１条 本会は、弓削商船高等専門学校寮生会（以下「本会」という。）と称する。 

 （目的） 

第２条 本会は、学校指導のもとに、寮生活が健全にかつ、有意義に営まれることを目的と

する。 

 （構成） 

第３条 本会は、弓削商船高等専門学校の全寮生をもって構成する。 

 （運営機関） 

第４条 本会は、第２条の目的を達成するために、次の機関を置く。 

 一 寮生総会 

 二 役員会 

 三 指導寮生会 

 四 専門委員会 

 五 会計監査委員会 

 六 選挙管理委員会 

２ 前項の定める各機関の会議は、その構成員の３分の２以上の出席をもって成立し、決議

には出席者の過半数の同意を必要とする。 

 （寮生総会） 

第５条 寮生総会は、本会最高の決議機関であり、寮生会長がこれを招集する。 

 （定期総会） 

第６条 定期寮生総会（以下「定期総会」という。）は、年２回開くものとする。 

 （臨時総会） 

第７条 臨時寮生総会（以下「臨時総会」という。）は、次の場合に開くことができる。 

 一 全寮生の３分の１以上が必要と認めたとき。 

 二 役員会が必要と認めたとき。 

 （総会の招集） 

第８条 寮生会長は、総会の７日前までに議題等について告示し、また寮務主事に届け出な

ければならない。 

 （総会の審議事項） 

第９条 寮生総会は、次の事項について審議する。 

 一 会則の改正 



 二 予算及び決算の承認 

 三 活動計画及び活動報告 

 四 役員の承認 

 五 会計監査報告 

 六 その他の重要事項 

 （議長の選出方法及び書記の設置） 

第１０条 議長は寮生会長が指名し、出席者の過半数の承認を受けるものとする。また、別

に書記を置く。書記は役員会の書記がこれに当たる。 

 （役員会の構成及び職務） 

第１１条 役員会は次の役員をもって構成し、総会につぐ決議機関であり、寮生会の運営に

当たる。 

 一 寮生会長          １名 

 二 寮生副会長         ２名 

 三 書記            １名 

 四 会計            １名 

 五 指導寮生会長        １名 

 六 風紀委員長         １名 

 七 レクリェーション委員長   １名 

 八 食糧委員長         １名 

 九 環境整備委員長       １名 

 （役員会の招集） 

第１２条 寮生会長は、次の場合に役員会を招集する。 

 一 寮生会長が必要と認めたとき。 

 二 役員の過半数の要求があったとき。 

 （役員会の定足数） 

第１３条 役員会は、役員定数の３分の２以上の出席がなければ、開催し審議することがで

きない。 

 （役員会の審議事項） 

第１４条 役員会は次の事項について審議する。 

 一 予算案及び活動計画案の作成 

 二 専門委員会からの提出事項 

 三 その他役員会が必要と認めた事項 

 （役員の選出方法及び任期） 

第１５条 学生会長、寮生副会長、書記及び会計は、寮生の直接選挙により選出される。そ

の任期は１年とし、毎年７月に始まり翌年６月に終る。 

 （指導寮生会の役割） 



第１６条 １年生、２年生の寮生の世話等指導に当たるため、指導寮生で構成する指導寮生

会を開く。 

 （指導寮生候補者の選出） 

第１７条 指導寮生は、４年生及び５年生の寮生のうちから、役員会及び寮務主事・寮務主

事補で候補者をあげる。 

 （専門委員会の種類） 

第１８条 役員会のもとに、次の専門委員会を置く。 

 一 風紀委員会 

 二 レクリェーション委員会 

 三 食糧委員会 

 四 環境整備委員会 

 （専門委員会の構成と選出方法） 

第１９条 各委員会は、委員長と委員をもって構成される。 

２ 各委員は、毎年７月の当初各棟各階より１名ずつ選出する。 

 （各委員の任務） 

第２０条 各委員の任期は１年とし、毎年７月に始まり翌年６月に終る。 

 （各委員会の所掌事務） 

第２１条 各委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

 一 風紀委員会 寮生の日常生活の規律、秩序の維持、礼儀及び服装に関すること。 

 二 レクリェーション委員会 寮生の文化、体育行事の企画及び運営に関すること。 

 三 食糧委員会 寮生の食事に関すること。 

 四 寮内外の清掃及び保健衛生に関すること。 

 （委員会の招集、定足数及び任務） 

第２２条 専門委員会は、必要の都度、各委員長が招集する。 

２ 専門委員会は、定数の３分の２以上の出席をもって成立し、決議は出席者の過半数の賛

成による。 

３ 専門委員会は、年度初めに年間の計画を立案し、これを役員会に提出する。 

４ 各委員長は、専門委員会の活動状況を、役員会に報告しなければならない。 

 （会計監査の任務） 

第２３条 会計監査は、本会のすべての会計について、年度末に監査し、その結果を定期総

会において報告しなければならない。 

 （会計監査の選出） 

第２４条 会計監査は２名とし、定期総会において、議長の推薦により選任され、出席者の

過半数の承認を得るものとする。任期は１年とする。 

 （選挙管理委員会の任務） 

第２５条 選挙管理委員会は、寮生会長、寮生副会長、書記及び会計の選挙について次の業



務を行う。 

 一 選挙の告示 

 二 立候補者の受付 

 三 投票の準備 

 四 開票及び当選者の決定 

 五 選挙に関する記録 

 六 その他選挙に関する必要な事項 

 （選挙管理委員の選出） 

第２６条 選挙管理委員は、毎年７月の当初各学年各クラスより１名ずつ選出する。委員会

は、委員長を互選により選出する。委員長は委員を代表し、委員会の業務を統括する。任

期は１年とする。 

 （選挙） 

第２７条 選挙管理委員会は、次の職務を行うものとする。 

 一 告示は、選挙の１週間前とする。 

 二 立候補者の受付は、１週間前とする。 

 三 立候補者は選挙管理委員会に届出るものとする。 

 四 投票は、単記無記名投票とする。 

 五 開票は公開とし、即日開票とする。 

 （当選者の確定） 

第２８条 寮生会長及び寮生副会長は、有権者の３分の２以上の投票数を必要とし、有効投

票数の過半数の得票をもって当選とする。 

２ 最高投票者の得票数が過半数に満たない場合には、上位２名について決選投票を行う。 

 （経費） 

第２９条 本会の経費は、会費その他の雑収入をもって充てる。寮生会費として、年額 3,000

円を２ 期に分けて、５月(2,000円)と１０月(1,000円)に納入するものとする。 

 （会計年度） 

第３０条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

 （現金の保管） 

第３１条 本会の会計業務は、寮生会長の責任において会計が取り扱い、現金の保管につい

ては、学生課寮務係に依託するものとする。 

 （予算） 

第３２条 本会の予算案は、年度初めに役員会が原案を作成し、総会の承認を得なければな

らない。 

 （決算書） 

第３３条 本会の決算書は、年度末に会計が作成し、会計監査を経て、総会の承認を得なけ

ればならない。 



 （雑則） 

第３４条 会則の改正及び変更は、寮生総会において、３分の２以上の賛成を得た上で、校

長の承認を得なければならない。 

   附 則 

 この会則は、平成元年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、令和４年４月１日から施行する。 

 （第 29条改正 ４月→５月） 


